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問 1. α, β を命題論理式とする。このとき、α ∨ β, α ∧ β, ¬α, α → β, α ↔ β の真理値表を書きなさい。

問 2. 普遍集合を Rとする。このとき、以下の命題論理式の真偽を答えなさい。

(1) (∀x)(x2 = x)

(2) (∃x)(x2 = x)

(3) (∃x)(x = x+ 1)

(4) (∃x)(x = 2x)

(5) (∀x)(x < 2x)

(6) (∀x)(∃y)(x+ y = 0)

(7) (∃y)(∀x)(x+ y = 0)

問 3. 集合A = {a, b, c, d, e}, B = {s, t, u, v}とする。AからBへの対応R = {⟨a, t⟩, ⟨a, u⟩, ⟨c, s⟩, ⟨c, u⟩} の
逆対応 R−1 を答えなさい。

問 4. 関数 f1, f2 に対して合成関数 f1 ◦ f2(x) ≡ f1(f2(x)) で定義する。実数上の関数 f(x) = x − 1,
g(x) = x2 + 1に対して g ◦ f , f ◦ g, g ◦ gを求めなさい。

問 5. 全射、単射、全単射の定義を答えなさい。

問 6. 順序が満たす性質の名前をすべて答えなさい。

問 7. 厳密半順序が満たす性質の名前をすべて答えなさい。

問 8. 同値関係が満たす性質の名前をすべて答えなさい。

問 9. 整数上の関数 Aが以下のように定義されている

A(x, y) =

{
x if y = 0
A(x, y − 1) + 1 if y ̸= 0

このとき A(3, 3) と A(11, 2)の値を求めなさい。

問 10. 正整数上の関数 Qが以下のように定義されている

Q(x, y) =

{
0 if x < y
Q(x− y, y) + 1 if x ≥ y

このとき Q(9, 4) と Q(14, 3)の値を求めなさい。
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